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きょうだい、 しまい の みなさま に とり しゅくふく された きんようび で あります ように︕ 
わたしたち の よげんしゃ（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は、 ヒジュラ を よぎ なく されて 10 ねん の のち、 
ごじぶん の ぐんぜい と とも に マッカ に がいせん なさい ました。 アッラー の みつかい は、 この しゅくふく された まち に 
うまれそだち、 この まち を したって おられ ました。 かれ は あこがれ の まなざし で この まち を いちぼう し、 それから 
じょうねつ と こうふん を もって アッラー の やかた へ むかうと、 「いいなさい。 『しんり は とうらい し、 きょぎ は      
きえさった。 ほんとう に きょぎ とは、 つね に きえさる べき もの』」1 との しょうく を ろうどく しました。2 
しんあい なる きょうだい、 しまい の みなさま︕ 
しんり とは、 タウヒード の しんこう に あります。 それ は アッラー を しんじ、 したがい、 アッラー だけ の しもべ で ある 
こと です。 きょぎ とは、 アッラー の そんざい と その ゆいいつせい を ひてい し、 しゅ に なにものか を ならべて      
はいする こと です。 それ は、 しゅ いがい に つかえる こと です。 よくぼう と よっきゅう の しもべ に なる こと であり、 
しゅ の むすう の しゅくふく に め を とざし、 みみ  をふさぐ こと です。 
きょうだい、 しまい の みなさま︕ 
しんり の みち に とどまる もの は、 よくあつ され、 しいたげられた ひとびと の きぼう と なります。 きょぎ と けったく する 
もの は、 おうおう に して だんあつ と よくあつしゃ の だいべんしゃ に なります。 みずから の  こころ を しんり に すえた 
もの は、 たかい かち の ため に たたかい ます。 きょぎ を になう もの は、 じぶん の りえき や じこあい を なに より   
も ゆうせん させる のです。 しんり を あいする もの が、 ちじょう を いきる に ふさわしい ばしょ に しよう と けんせつてき 
に はたらく あいだ も、 きょぎ の しもべ と なった もの は せんどう や あくい、 うそいつわり、 ちゅうしょう、 がいどく を   
もとめて います。 しんり に よって たつ もの が、 ちじょう に へいわ と あんてい、 せいぎ を もたらそう と どりょく する   
あいだ も、 きょぎ に したがう もの は ち と なみだ を ながさせ、 まち という まち を はかい し、 ひとびと の いしき や 
こころ をきずつけて いる のです。 ですから、 
きょうだい、 しまい の みなさま︕ 
どの ような じょうきょう に あっても しんり の がわ に たち、 きょぎ に たちむかい、 しんり の こえ を あげ  つづけ     
ましょう。 あきらめる こと なく、 おたがい に しんり と にんたい を すすめ あい ましょう。 しんり に つかえ つづける かぎり、 
アッラー の ごかご と じひ が わたしたち と とも に ある と いう こと を、 わすれずに いましょう。 わたしたち が しんり を 
えらび かかげ つづける かぎり、 きょぎ には わたしたち を きずつける こと は けっして できません。 
ほんじつ の ホトバ を、 よげんしゃ の ハディース を もって おわります。 
「アッラー よ。 すべて の しょうさん は あなた の ため に あります。 あなた は てんち と、 そこ に ある もの すべて
の しゅ。 あなた は しんじつ であり、 あなた の やくそく は しんじつ であり、 あなた の みことば は しんじつ であり、
あなた と あう こと は しんじつ であり、 らくえん は しんじつ であり、 じごく（の ごうか）は しんじつ であり、     
よげんしゃたち は みな しんじつ であり、 しゅうまつ の とき は しんじつ です。 
アッラー よ。 かこ と みらい に おける わたし の つみ を、 また ひそか にも、 あらわ にも おかした わたし の つみ 
を ゆるして ください。 わたし は あなた に つかえ ます。 あなた の ほか に かみ は ありません」。3 

 
1 Al-Bukhari, Oppressions, 32; Sahih Muslim, Jihad and Expeditions, 87. 
2 Al-Isra,17/81. 
3 Al-Bukhari, Oneness, Uniqueness of Allah (Tawheed), 35. 


